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　　写と各人物の独白が各9回繰り返され，最後を“The　Waves　broke・n　t㌔e　shore．”
　　という一行から成る‘interlude’が締めくくるという形になっている。
（11）主著，P7’πc’pめ動ん∫cα（1903〉。ウルフとムーアの哲学との関係については，吉田安
　　雄著『ヴァージニア・ウルフ論集一主題と文体』（1977，荒竹出版）に詳しい。
（1ω川本静子訳，『波』（1976，みすデ書房）の解説からの引用。287頁。
（13）第7番目の独白部分という意昧で，「第7節」という表現を使っている。
（14〉原文の“what　is　inchoate　is　here　stated；”という表現はあいまいであるが，決定
　　稿が出来上る前の草稿1によれば，ここは“What　is　inchoate　out　there（the　people
　　passing）is　here　explained．”となっている。また興味深いことは，この後の方に
　　“In　short－with　beauty　comes　understanding？”という文が出ている。y∫γg’痂α
　　WooゲーTんe　Wαのe3－Tゐε伽oんoJog7αρゐ4γαβs，transcfibed　and　edited　by
　　J．W．Graham　（1976，Univ．of　Toronto　Press）のpp．578－579を参照。
※本論中丁舵Wα”esからの引用文のぺ一ジ数表示はHogarth　Press版による。
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